
SWG4 臨中ネットデータベース(臨中ネットDB)の正確性、意味的な情報保存性を、
元の電子カルテデータと比較検証し、その品質を評価する手法を確立する

データベースの品質とは？

臨中ネットDBから生成されるエビデンスが妥当であることを保証するためには、 臨中ネットDBが現実の状況を正確に反映
した品質の高いデータであることが必要となる。 臨中ネットDBの元データは電子カルテであるから、少なくとも臨中ネットDBと
電子カルテデータと同一内容であることを比較検証する必要がある。電子カルテとの比較検証を行い、臨中ネットDBの妥当
性を維持すること、利用ケースから見た利用可能性を指標で示すことをもって、品質管理・品質評価とする。

SWG4の実績と成果

• 品質管理マトリクスの提案と品質管理指標の提案
• 「品質管理方針」の文書作成
• 臨中ネットのデータ提供プロセスに関するチェックリストの

項目案の作成

• SS-MIX2標準化ストレージ・バリデーションツールの開発と導入
• 施設毎に品質検証を実施、品質チェックリストの整備
• 臨中ネットにおけるバリデーションに関する用語の定義の整理

北海道、東北、慶應義塾、
九州、東京、名古屋、岡山

の各大学病院で実施

手順書
実施計画書

• 臨中ネットの品質管理作業の知見やノウハウを文書で公表

ノウハウ集

• 臨中ネットDBのバリデー
ション手法として、元データ
との両端比較検証と、時
系列分布の可視化、によ
る検証を行う。

臨中ネットDB


